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１ 地域創造（Sustainability)
地域エネルギー創生による
課題解決型のまちづくりの実現

２ 生活創造(Smart Life)

持続可能なライフスタイルによる
環境負荷の少ない自立社会の実現

３ 産業創造(Creative Industry)
地方都市のポテンシャルを活した

環境産業創生（環境・情報・観光）

４ 地域ブランディング(Symbiosis)
「田園都市」＝新時代の環境都市の創造
地球と共生する健康で幸福な暮らしの発信

５ 社会システム(Social Impact)
地方都市が抱える共通課題の解決モデル
長寿命社会（福祉・地域・経営）
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グローカルイノベーション
を実現する教育研究と地域実装

地域資源に立脚した地域産業の
環境創造型の連携と共創

福島から日本を変革する
地域共創拠点

地球時代の自治体の使命

21世紀の田園都市を創造する地域経営組織の提案
FUTURE OF NAMIE TOWN

なみえ田園都市デザイン会議
＜ 議長：風見正三 ＋ 委員（都市計画・農業・林業・福祉・建築・造園・土木・環境・地域経済・政策科学等）＞

事務局：一般社団法人 東北ソーシャルデザイン研究所 +（株）いのちとぶんか社

株式会社 マイファーム クローバーグループ農福連携事業

なみえ田園都市構想の
デザインマネジメントを実行



地域経営主体１（都市デザイン・タウンマネジメント）

一般社団法人東北ソーシャルデザイン研究所

浪江町田園都市構想

プロジェクト代表者 主任研究員 早川大悟

設立 2012年３月11日
本社 〒981-3133 宮城県仙台市泉区泉中央1丁目35-3-105
代表者 代表理事 栗原樹
従業員数 10人
事業内容 コンサルティング事業、スクール事業、調査研究事業、メディア事業

＜役員等＞
代表理事 栗原樹
顧問  風見正三
  （都市計画家／宮城大学理事・副学長・教授
  一般社団法人東北ソーシャルデザイン研究所 創設者
  ガイア都市創造塾 塾長）

＜沿革＞
２０１２年３月 一般社団法人 東北ソーシャルデザイン研究所設立

＜実績＞
２０２４年９月 宮城県富谷市の大亀山森林公園にて展開された

「森の公園ツリーハウスプロジェクト」にて
日本環境共生学会2024年度学会賞「環境活動賞」受賞

宮城県富谷市 大亀山森林公園に
製作されたツリーハウス

地域との共創と自然との調和を
テーマに公園のシンボルとなる
ツリーハウスを製作

森の公園
ツリーハウスプロジェクト

持続可能な都市デザインの創造
タウンマネジメント戦略の実践



浪江PPPまちづくり
中間支援的街づくり会社の設立による共創の促進

浪江町田園都市構想

＜浪江国際研究学園都市構想＞
地域とF-REIをはじめとした多様な主体が

共生する持続可能なまちづくりの実現

オープンイノベーション
×

グリーン成長

都市空間への「共創プラットフォーム
（ラボ／場・空間）」の戦略的導入と運営

ビジネスイノベーションラボ
企業が自社の枠を超え、異なる価値創造のために立ち上げるラボ

ファブラボ
市民が自由に参加できる実験工房のネットワーク

リビングラボ
異なるコミュニティやシステム間の境界を越えた関係性の創発

クインタプルヘリックス
（Quintuple Helix／螺旋的連携）

産官学民-環境連携の促進

教育・研究⇒経済・産業⇒自然・環境⇒市民・情報・文化
⇒行政・政策のスパイラルアップによる知識の次元向上

「なみえ都市デザイン会議」の創設
によるタウンマネジメント

ソフトとハード両面からの都市デザインマネジメントの実施
共創プラットフォームを核にした産官学民‐環境連携（ソフト）
の促進と、「街並み景観、空間・サインのデザインコード（ハー
ド）」の策定・運営によるウェルビーイングな空間づくり

産官学民の地域人材と国内外の高度専門人材の知識・技術の連
携・共創を促し知識向上につなげる、技術及び政策両面の専門機
関
・クインタプルヘリックス（Quintuple Helix／螺旋的連携）:
産官学民-環境連携の促進
・都市空間への共創プラットフォーム（場・空間）の戦略的導入

公民連携実現に向けた
中間支援的まちづくり会社

「CONNECTING DOTS」の設立

＊必要敷地面積概数：５００㎡



なみえCTF（Community Testing Facility）
クインタプルヘリックス（Quintuple Helix／螺旋的連携）

浪江町田園都市構想

なみえクインタプルヘリックス
（Quintuple Helix／螺旋的連携）
産官学民-環境連携モデルの実現

Quintuple Helix
モデル

共創プラットフォーム
（ラボ／場・空間）
の戦略的導入と運営

共創ラボ
＠東京

（リアル）
共創ラボ
＠仙台

（リアル）

海外

浪江町
西側地区

浪江町

F-REI

役場

共創
ラボ

地区内および国内外の専門人材を
空間とオンラインによりつなぎ活かす

産官学民-環境連携モデルの実現



環境共創まちづくり学校の創設
持続可能な未来の担い手の育成

浪江町田園都市構想

地域と自然と経済をつなぐ
持続可能なまちを創るエコリーダーの育成

•地域の文化・歴史の
継承

•多様性の享受する異
文化交流

•自然との共生観念の
醸成

•ランドスケープの
視点

•コミュニティビジネ
スの実践

•農業×福祉×健康等
の社会課題の経済活
動による解決

地域社会 自然環境 経済循環

持続可能なまちづくりのために、オンラインや浪江町のまち
を舞台とした野外学習、ワークショップ、また国内外の持続
可能なコミュニティ形成の先進事例研究を通じて、地域社
会・自然環境・経済をつなぐ持続可能はまちを創るエコリー
ダーの育成を行う。そして、当学校の学びを修了した人材は、
浪江町において展開される地域活性プロジェクトやイベント
等、ソフト事業に登用を進めていく。

コンセプト

➢ 自然と共生する持続可能なまちづくり講座

➢ 浪江町の魅力を知る野外学習・ワークショップ
➢ 持続可能なコミュニティ形成の先進地のケーススタディ

デンマーク・ロラン島、イギリスからの学び
➢ 地域課題を経済活動で解決するコミュニティビジネス講義
➢ 浪江町をSDGs視点から活性化するプロジェクトを考案する

➢ 浪江町の理想の未来を描く- ビジョン策定 -

カリキュラム案

＊想定展開場所：座学・ワークショップ開催場所として300㎡程度のルーム



コミュニティ・ツリーハウスプロジェクト
持続可能なまちづくりの拠点形成

浪江町田園都市構想

浪江駅西側地区公民連携まちづくりにおいて、ツリーハウスプロジェクトを推進することにより、
「緑と木材による自然と共に生きる」、「地産地消」、「住民参加の地域創生」、「子供が主役
の設備づくり」、「高齢者が子供を育成する」などを実現する

緑と木材による自然と共に生きる 地産地消：福島県の70%を占める
森林地帯は、木材提供の拠点

高齢者が子供を育成する子供が主役の設備づくり

市民参加の地域創生

ツリーハウス
プロジェクト



地域経営主体２（農業・教育・流通）

マイファーム

浪江町田園都市構想

マイファームは、「自産自消」＝「自分でつくって自分で食べる」ことのできる社会を目指して、体験農園や農業学
校の運営、農産物の生産、流通販売、コンサルティング等の事業に取り組む企業です。全国で野菜づくりを楽しむ人
を増やし、農産物を自然まるごと食すことの感動を伝え、自然と共に生きる「農業者」を応援することで、人と自然
が近しく、互いに育み合う未来の実現を目指しています。

プロジェクト代表者 代表取締役 西辻一真

社名 株式会社マイファーム（英名 : MYFARM Inc.） 

創業 2007年9月26日 資本金 4億9750万円

京都オフィス 京都府京都市下京区東塩小路町607番地辰巳ビル1階

宮城オフィス 宮城県仙台市青葉区昭和町1番37号 JACビル 2F

東京オフィス 東京都港区三田二丁目14番5号フロイントゥ三田508号室

従業員数 284名（うちアルバイト158名）

上場証券市場 東京証券取引所 TOKYO PRO Market（証券コード：5865）

その他 厚生労働省「えるぼし認定」取得

役員等
代表取締役 西辻 一真
専務取締役 浪越 隆雅
取締役 石原 北斗、林 久美、瀧口 直人
監査役 谷 則男、本木 賢太郎（AGRI法律会計事務所代表）
  末松 広行（元農林水産省 農林水産事務次官）
顧問  風見正三
  （都市計画家／宮城大学理事・副学長・教授
  一般社団法人東北ソーシャルデザイン研究所 創設者
  ガイア都市創造塾 塾長）



浪江町田園都市構想

全国120か所以上
で農業体験を提供
する農園を運営

関東・関西で開校
をしている社会人
向け農業大学校

総合食品通販及び
飲食店・スーパー
向け流通

人を中心とした農業法人向けコンサルティング
サービス

全国で薬草や農産物
の栽培を展開

人と自然が近しく、互いに育み合う未来の実現



浪江町田園都市構想

エディブルシティ浪江
都市を耕し、街に食と農の繋がりを創出する

営みとしてあたりまえ
に存在した、食や農を
介した人の繋がりを、

 【農×教育】【農×暮
らし】【農×仕事】な
どの観点で新たに創出
する。

短期的には、住民と新
たな居住者が交わる場
所として場を提供し、
最終的には住民の自発
的な活動に昇華させて
いく。

イメージ図

＊必要敷地面積概数：貸農園・畑区画 1000〜2500㎡程度、果樹園・遊びスペース・他周辺 2500㎡程度 計 5000㎡程度



人と自然が近しく、互いに育み合う未来の実現

浪江町田園都市構想

【農×教育】

次世代教育として「農育」の観点をエリアに取り入
れる。週末などの預かり保育の要素も取り入れ、大
人と子どもでの参加、子どもだけでの参加など、地
域住民のライフスタイルの選択の幅を増やす

◆概要
• 参加料、企業タイアップ等による収益
• 新しい教育カリキュラムを、教育関連部署と連携

して作成、導入する

【農×暮らし】

暮らしの中に、農や食を取り入れる。浪江で培われ
てきた食文化や農文化を反映させつつ、新しい世代
や、国内外の新たな文化も取り入れることで、人や
文化の交流拠点とする。

◆概要
• 貸農園の賃借料、および収穫体験による収益
• 管理スタッフが巡回し、エリア全体の維持管理を

実施
• 地元雇用にてスタッフを集め、地域の風習や歴史

も反映できる場所を目指す



浪江町田園都市構想

【農×仕事】

F – REI にて研究が行われた農林水産業の取り組みや
最先端の農業を、市民や移住者に一部開放し、実証や
トライアルが可能な場所を作り出す。ノウフク連携の
要素も取り入れ、多様性が発揮できる場ともする。

◆概要
• 体験料、企業タイアップ（共同研究）、関連補助な

どで収益を得る
• 自動化やAIによるアシストを取り入れることで、福

祉領域との親和性の高い農業を作り出す

【農×仕事】◆農×エネルギーの観点の導入

農業現場においては、昨今の気温上昇などによる高温
障害が頻発している。特に夏期間、外に出ることすら
難しい気温の日数が増加することが今後予想される。

遮光効果のあるソーラーパネル（写真左）を設置し、
気温上昇を抑え、発電した電力を活用して周囲の温度
を下げる、また、農作業に適した最先端の垂直型ソー
ラー（右）を導入するなどし、エリア全体の電力をま
かなう

◆概要
• 発電した電力の一部売電にて収益を得る

人と自然が近しく、互いに育み合う未来の実現



地域経営主体３(農福連携）

クローバーグループ

浪江町田園都市構想

クローバーグループ（㈱CLOVER）
プロジェクト代表者 代表 香丸俊幸

設立 2010年12月24日
本社 〒160-0004 東京都新宿区四谷4-12 KEELS-g
代表者 代表 香丸 俊幸
資本金 ３0,000,000円（グループ合計）
従業員数 １７１名（グループ合計 2024年４月現在）
事業内容 地域密着型通所介護事業 障害児・障害者支援事業 飲食店の経営

＜沿革＞
2010年12月 株式会社CLOVER設立
2011年4月 デイサービスクローバー千駄ヶ谷開設 2019年10月「麻布十番」に移転
2011年10月 デイサービスクローバー神楽坂開設
2012年8月 デイサービスクローバー代々木上原開設。キャストの子連れ出勤OKに。
2013年6月 デイサービスクローバー広尾開設
2013年10月 デイサービスクローバー四谷開設 2018年3月「新宿」に移転
2015年7月 デイサービスクローバー参宮橋開設
2016年3月 千葉県初事業所、デイサービスクローバー本八幡を開設。
2016年4月 アフタースクールクローバーキッズ麻布十番開設
2019年1月 デイサービスクローバー学芸大学開設（共生型）

アフタースクールクローバーキッズ学芸大学開設（共生型）
2021年4月 デイサービスクローバー学芸大学別邸開設 2022年12月に「共生型デイサービス」に変更
2021年7月 デイサービスクローバー成城学園開設
2022年6月 長野県初事業所、デイサービスクローバー安曇野開設
2022年10月 デイサービスクローバー芝公園開設
2023年7月 デイサービスクローバー祐天寺開設
2023年8月 デイサービスクローバー日本橋開設



浪江町田園都市構想

「福祉」×「〇〇」のコンセプトで持続可能な社会を創造

農福連携によるまちづくりプラットフォームの創造



農福連携によるまちづくりプラットフォームの創造

浪江町田園都市構想

地域密着型デイサービス（１階）と移住促進シェアハウス（２階）の共生型施設。この地に憧れて住みたいという
若い世代にとって、地元で暮らしてきた高齢者が当たり前に行う野沢菜漬けなどは興味の的。面倒を見てもらいに
来るのでなく、漬物をつけたり味噌を作ったり、子連れ出勤（現在在籍の子供は現在３名）で毎日いる子供のお世
話をしたり、隣の畑で農作業を楽しんだり、やりがいのある毎日を過ごすことで元気になっていきます
＊必要敷地面積概数：３００㎡

農福連携・地方創生モデル

安曇野の畑で作ったお米や野菜などを
東京のデイサービスで販売したり、料理で
使用したり、障害者の力（就労支援事業）
を活用して、農業をしたり、
移住希望の方に農業体験を行ったり、
宿泊業、介護システムの開発拠点など
さまざまな構想が進んでいる。

デイ

サービス

農業
移住促進
シェアハ

ウス



浪江町田園都市構想

農福連携事業 「共生型デイサービス」×「農業」×「就労支援事業」
子供や高齢者、障害者や外国人が共生して暮らせる社会を目指す

障害者や外国人人材を活用して、地域を活性化していく

農福連携によるまちづくりプラットフォームの創造

















事業を通じて人々を幸せに
～Happinessを提供する～

キャスト、ゲスト、ご家族、関わるすべての人々を幸せにする

福祉にとらわれず、人を幸せにできる事業はなんでもやっていきたい

VALUE - 経営理念 -



人が集まる幸せなコミュニティつくり

世代や障害を超えて、多様な人々が美点を生かしながら

同じコミュニティで生きる社会を目指す

VISION - ビジョン -



「認知症や発達障害の人が過ごしやすい」ではなく、
「誰もが過ごしやすい」おしゃれな内装

日本橋
（町屋旅館）

芝公園
（書）

学芸大学
（和モダン）

成城学園
（本箱）



福祉は治療の場ではなく、暮らしの場



★高齢者デイサービス ★放課後等デイサービス ★障害者シェアハウス

★就労支援 ★介護人材紹介 ★飲食店 合計23事業所！！



「福祉×〇〇」





2019年1月OPEN
「福祉×高齢者×子ども」

放課後等
デイサービスデイサービス



移住促進
シェアハウス

畑

デイサービス

2022年6月OPEN
CLOVER Village 北アルプス安曇野

「福祉×地方創生×農業」



美点凝視

人のいいところを見る、褒める、尊重する

それぞれの得意を活かし、苦手なところはフォローする

価値観



#多様なキャリア
#副業
#「やりたい」を応援する文化

資格・経験は見ない、人柄・人物重視採用

CLOVERのキーワード



#多様なキャリア





#副業

22卒・23卒にも、声優・芸人・アイドルで副業をしているキャスト



#やりたい！を応援する文化

最年少管理者は
入社半年、25歳で抜擢

新卒でも未経験でも
積極的にイベント企画



CLOVERの介護観・療育観



デイサービスクローバー

利用者数：定員18名（小規模デイ）

1日キャスト数：5～6名

勤務時間：基本9時～18時
※事業所によってシフトが異なります

★お客様
在宅での生活を望む要介護高齢者

介護



お世話ではなく

「役割」をつくる

ゲストが「ありがとう」
をもらう場所



クローバーキッズ

利用者数：定員10名

1日キャスト数：4～5名

勤務時間：9時～18時（土日祝、学校休業日）

10時～19時（平日）

★お客様
小学生をメインとした発達障害、
グレーゾーンのお子様

（普通級に通っているお子様も含む）

療育



「総合サポート型」の放課後等デイサービス

学習 運動 買い物訓練

お出かけ イベント 料理・工作



１）得意を見つけ「できること」を増やす

２）できないことを
「助けてもらうスキル」を身につける

クローバーキッズが目指すこと



生きる力を育む

できないことがあっても
自分には価値がある！

自分にもできることがある！



2019年1月OPEN
都心初の多世代共生型デイサービス

1階 高階齢者デイサービス

2階 放課後等デイサービス



撮影NG



撮影NG



2023年春 新しく多世代共生がOPEN！

撮影NG



キッカケは「子連れ出勤」

高齢者 子ども

重いものを持てない方が
赤ちゃんは抱っこできた！

笑わなかった方が
笑顔を見せてくれるようになった！

子どもの人見知りが減った！

発語、お母さん離れが進んだ！

「人と人の繋がり」だからこそできる支援があるのでは？



多世代共生

高齢者 子ども

キャスト

お世話される側ではなく
子どもやキャストを支える役割

自己肯定感が養われる
高齢者に元気を与える

高齢者と子どもを繋ぐ



「多世代共生」とは

障害の有無や年齢に関係なく
誰もが強みを発揮できる社会づくり
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